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吾
人
の
祖
先
は
、
上
古
姓
氏
を
備
へ
な
い
も
の
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。
而
し
て
姓
氏
は
必
す
名
族
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
0

書
紀
に

姓
氏
の
初
め
て
見
わ
る
の
は
．
物
部
氏
、
（
垂
仁
紀
二
六
年
）
、
大
伴
氏
、
（
旦
発
行
紀
四

0
年
）
・
中
臣
氏
、
（
仲
哀
紀
九
年
）
な
ざ
で
、

此
の
頃
で
も
ま
だ
姓
氏
を
そ
な
へ
な
い
で
、
軍
に
某
氏
の
祖
マ
J

記
し
た
人
名
が
多
く
あ
る
0

然
る
に
仁
徳
紀
の
頃
に
な
る
マ
J

、何

時
の
問
に
か
姓
氏
の
具
つ
だ
人
名
が
出
末
た
3

允
恭
紀
の
頃
に
は
姓
氏
が
混
じ
て
稽
々
も
す
れ
ば
、
天
下
の
秩
序
が
胤
れ
や
う

ク

ガ

ク

チ

9
J

し
た
の
で
、
之
を
糾
明
せ
ら
れ
る
必
要
が
生
じ
、
紀
元
一

0
七
五
年
，
天
皇
の
四
年
に
盟
紳
探
湯
を
行
っ
て
姓
氏
を
正
さ
れ
た

そ
の
後
、
世
移
り
時
菱
り
姓
氏
は
ま
す
ま
す
索
れ
た
°
姓
氏
録
上
表
に
「
甲
姓
聯
レ
衡
、
枝
葉
寛
繁
、
派
流
禰
衆
」
マ
J

あ
る
の
は
そ

の
常
時
の
状
態
を
よ
く
現
は
し
て
ゐ
る
。
加
ふ
る
に
奈
良
朝
を
紙
て
、
平
安
朝
初
期
に
か
け
て
は
、
朝
鮮
、
支
那
か
ら
蹄
化
し
た

人
々
が
盆
々
繁
殖
し
て
、
何
れ
が
何
れ
9
J

も
判
ち
兼
ね
る
様
に
な
り
、
姓
氏
録
編
纂
の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
0

姓
氏
録
の
序
文

に
「
萬
方
庶
民
、
陳
斉
回
貴
之
枝
葉1ヽ
＿
―
-
韓
蕃
賓
、
稲

-
1日
本
膊
胤
ー
、
時
移
人
易
、
〖
ざ
知
而
言
l
‘賓
字
之
末
、
其
争
猾
繁
、
俯
取
杢
名

貝

田

四

耶

消
少
納
言
枕
草
子
を
模
し
た
ご
い
ふ
此
害
の
興
味
は
、
む
し
ろ
諧
譴
に
あ
る
の
で
、
枕
草
子
の
如
き
透
徹
犀
利
な
る
ェ
ッ
セ
イ
に

は
比
す
べ
き
も
の
で
な
い
。

要
す
る
に
雲
林
院
荒
磨
の
漠
然
た
る
年
代
は
上
述
の
如
く
推
定
し
得
る
が
、
其
魔
寺
の
原
因
は
未
だ
資
料
に
接
せ
す
模
糊
9
J

し

て
把
捉
す
る
に
由
も
な
い
。
．

新

撰

姓

氏

録

を

讀

み

て

六
1

1

兵

衛



左
京
三
九

百
清
人
の
末

左
京
一
四

高
麗
人
の
末

左
京
一
五

新
羅
人
の
末

右

京

九

山

城

五

大

和

六

右
京
四
六

右
京
四
四

山
城
六

大
和
六

山
城
九
大
和

饂
、
攘
民
族
志
ー
、
」
ざ
あ
る
は
こ
の
事
寅
を
明
確
に
物
語
っ
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
嵯
峨
天
皇
の
弘
仁
六
年
、
萬
多
親
王
は
藤
原
園

人
、
藤
原
緒
嗣
、
阿
倍
真
勝
等
ざ
共
に
一
千
ー
百
六
十
二
氏
、
目
を
あ
は
サ
て
一
二
十
云
心
を
た
て
ま
つ
ら
れ
た
。
そ
の
苦
心
の

一
通
り
で
な
か
っ
た
事
は
、
「
瞥
如
-

1

窺
レ
井
談
＞
屋
、
取
＞
巌
議
一
レ
悔
」
ご
い
つ
て
あ
る
の
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
Q

今
皇
學
叢
書
第
四
巻
新
撰
姓
氏
録
に
よ
っ
て
計
算
し
て
見
る
マ
、
大
慨
左
の
通
り
で
あ
る
。

天
紳
（
高
天
原
の
紳
々
の
子
孫
）

左
京
六

0

右
歴
二
六
山
城
一
一
＿
二
大
和
二
三
振
律
二
四

天
孫
（
天
禍
以
後
の
紳
代
に
皇
室
か
ら
派
別
し
た
も
の
）

左
京
―

1
0

右
京
ニ
ニ
山
城
一
ー
大
和
一
四
掘
沖
一
三

地
祇
（
大
入
州
土
著
の
神
々
の
子
孫
）

左

京

二

右

京

七

山

城

二

大

和

七

諸
蕃
（
朝
鮮
支
那
か
ら
末
た
も
の
）

漢
人
の
末

撮沖一――

撮
津
入

河内ー――

振
津
ニ
ニ

河内ー――

和
泉

0

計
四

摘
津
九
河
内
一
五
和
泉
入
計
一

0
四

河
内
三
六

和
泉 河
内
ニ
ニ

河
内
四
七

和
泉

計
三
〇

六ー
1
1

和
泉
一
六

和
泉
四
一
―
―

計
一
六

計
一

o
j
L

計
二
六
五



左
京
一
右
京
ー
―
―

任
那
人
の
末

左

京

三

右

京

0

山
城
一
大
和
二

諸
蕃
計
三
二
六
（
全
慨
の
約
三
分
の
一
）

そ
の
他
雑
姓
一
了
八

組

計

―

―

八

二

こ
れ
に
よ
っ
て
諸
蕃
が
如
何
に
多
か
っ
た
か
．
ま
た
如
何
に
常
時
の
朝
野
に
勢
力
を
有
し
て
居
つ
た
か
を
充
分
窺
知
す
る
こ

こ
が
出
末
る
。
古
語
拾
逍
に
も
云
突
漢
1
日
済
内
附
の
民
、
各
々
萬
を
以
て
計
ふ
:
ま
こ
こ
に
褒
賞
す
べ
し
」
マ
J

て
、
そ
の
敷
の

多
き
を
述
べ
て
ゐ
る
。
今
そ
の
重
な
も
の
を
左
に
學
げ
て
み
る
ご
、

漢
族＾ク
9

*`
t
ス
ク
ネ

0
太
秦
公
宿
禰
秦
始
皇
帝
の
子
孫
融
通
王
（
弓
月
君
）
は
、
應
岬
天
皇
の
十
四
年
百
二
十
七
縣
の
百
姓
を
李
ゐ
て
蹄
化
し
た
。

そ
こ
で
こ
れ
ら
セ
諸
郡
に
頒
ち
、
露
セ
養
は
し
め
絹
を
織
つ
て
、
こ
れ
を
頁
が
し
め
ら
れ
た
。

＊
＊
チ
カ
ノ
イ
｀
｀
、
キ

0
大
岡
忌
寸
魏
文
帝
の
後
裔
で
雄
略
天
泉
の
御
世
四
衆
を
李
ひ
て
蹄
化
し
た
ぷ
岬
護
最
雲
三
年
大
闘
忌
寸
の
姓
を
賜
つ
た

ャ
＿
‘
卜
1

ク

ス

シ

ノ

ス

ゲ

リ

サ

テ

ヒ

コ

0
和
艇
使
主
奥
國
主
照
淵
孫
智
聰
よ
り
出
て
ゐ
る
＞
欽
明
天
皇
の
御
冊
、
大
伴
佐
且
比
古
に
随
ひ
、
内
外
典
薬
翡
．

明
堂
繭
等
六
十
四
怨
＜
」
佛
像
一
駆
、
伎
築
調
度
一
具
等
を
持
し
て
入
朝
し
た
＞
考
徳
天
皇
の
御
世
牛
乳
を
献
じ
た
の
で
、

姓
を
和
栗
使
主
マ
J

賜
ふ
た
。

百
演
族

0
調
述

百
清
の
努
理
使
主
の
後
で
あ
っ
て
、
應
仁
天
皇
の
御
世
蹄
化
し
た
0

顕
宗
天
皇
の
御
世
心
鷲
織
し
て
施
絹
笠
献
じ
．

山
城

大
和

婚
津
三

河
内

0

揖
津
ー
河
内
一

和
泉
〇

和
泉

計
九

計
九

六
四



六
五

調
の
首
の
姓
を
賜
ふ
た
。

高
麗
族

ナ
ガ
セ
ノ
ら
フ
ジ
―

0
長
背
連
欽
明
天
皇
の
御
代
、
衆
を
李
ゐ
て
蹄
化
し
た
。
容
貌
美
麗
憫
格
偉
大
で
あ
っ
て
、
且
つ
其
背
が
長
か
っ
た
か
ら
長

背
王
マ
J

賜
っ
た
。

漢
族ハタ
ノ
イ
・
t
キ

〇
秦
忌
寸
太
秦
公
宿
禰
こ
同
じ
く
秦
始
臭
帝
の
後
で
あ
る
0

應
仁
天
皇
の
十
四
年
末
朝
し
百
二
十
七
縣
の
狛
姓
ヤ
末
ひ

て
蹄
化
し
金
銀
玉
吊
其
他
種
々
の
賓
物
を
献
じ
た
の
で
、
天
皇
は
之
を
嘉
し
給
ひ
，
大
和
朝
律
間
の
腋
上
に
地
を
賜
ふ
た

仁
徳
天
皇
の
御
抵
姓
を
賜
ふ
て
波
施
'
t
J

い
っ
た
3

子
孫
は
箕
を
養
ひ
ぶ
和
を
織
り
、
我
國
産
業
の
後
逹
に
一
大
貢
献
を
し
た

一
族
は
非
常
に
富
み
さ
か
へ
餅
の
的
を
射
た

Jゞ

云
ふ
偲
説
を
残
し
て
ゐ
る
。
後
に
桓
武
天
皇
が
都
を
京
都
に
さ
だ
め
給
ふ

た
時
．
そ
の
費
用
の
大
部
分
を
献
上
し
た
の
も
秦
氏
で
あ
る
マ
J

云
ひ
博
へ
て
ゐ
る
。
秦
氏
は
ま
た
伏
見
の
稲
荷
岬
祉
マ
J

因

縁
深
く
、
も
マ
J

稲
荷
の
地
に
は
秦
氏
の
肌
肺
を
祀
つ
て
あ
っ
た
マ
J

の
縛
へ
も
あ
る
0

故
に
稲
荷
の
神
官
に
は
代
々
秦
氏
が

な
っ
た
0

か
の
有
名
な
國
學
者
荷
田
春
諾
も
も
さ
は
同
祉
の
神
官
で
あ
っ
た
今
京
都
近
郊
の
太
秦
廣
隆
寺
を
訪
れ
て
、

そ
の
賓
物
を
秤
観
せ
ば
、
常
時
如
何
に
榮
へ
た
か
を
充
分
に
窺
ふ
こ
マ
J

が
出
来
る
。

こ
れ
ら
の
諸
蕃
が
全
圃
に
蕃
殖
し
．
位
骰
に
於
て
も
、
富
に
於
て
も
、
朝
野
に
重
き
を
な
し
た
事
は
、
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る

が
。
そ
れ
ば
か

b
で
な
く
早
く
大
和
民
族
ご
同
化
せ
ん
マ
J

し
て
、
盛
に
系
闘
を
作
り
、
禍
先
は
日
本
人
で
あ
る
か
の
様
に
見
せ

ゃ
ぅ
マ
J

し
た
Q

そ
し
て
ひ
ろ
く
在
末
の
大
和
民
族
こ
結
婚
し
、
全
く
混
血
の
朕
態
に
な
っ
た
3

こ
れ
ら
は
よ
く
H
本
の
民
族
意

識
を
表
明
し
て
居
り
、
よ
く
諸
蕃
J

や
し
て

H
本
精
岬
に
同
化
せ
し
め
た
こ
こ
が
明
瞭
で
あ
る
0

涎
に
こ
れ
ら
の
賞
状
を
國
史
に

徴
し
て
見
れ
ば
，
一
層
朋
か
に
な
る
3

桓
武
天
皇
の
御
骨
は
光
仁
天
皇
の
夫
人
高
野
皇
后
で
~
そ
の
刷
五
百
清
の
武
寧
王
で
あ



；り、

カ
ッ
ラ
琴
｀
ク
カ
買
カ
ヒ
メ

稗
功
皇
后
の
御
屈
葛
城
高
類
媛
は
新
羅
系
の
禍
を
有
し
て
ゐ
ら
れ
る
0

萬
葉
詩
人
で
あ
る
用
邊
史
禍
戚
呂
は
漢
族
で
あ
り
、

勅
を
奉
じ
て

8
本
紀
を
撰
修
し
た
菅
野
真
逍
は
百
演
系
で
あ
っ
た
。
か
の
名
な
意
見
封
事
を
上
つ
た
一
一
一
善
消
行
も
。
百
演
系
の
一

學
者
で
あ
り
、
平
安
時
代
の
女
歌
人
赤
染
衛
門
は
支
那
系
の
胤
を
も
つ
て
ゐ
る
。
文
官
ご
し
て
朝
廷
に
任
へ
た
中
納
言
和
家
麻

呂
は
、
桓
武
天
皇
oJ
外
戚
で
百
清
系
で
あ
っ
た
0

尚
武
人
の
中
に
は
随
分
功
勢
の
あ
っ
た
人
々
が
ゐ
る
。
そ
の
代
表
的
で
あ
る

坂
上
氏
は
、
苅
田
麻
呂
の
ご
き
逍
鏡
の
奸
計
を
告
げ
、
恵
美
押
勝
の
侃
を
平
げ
、
甲
斐
守
下
線
守
陸
奥
守
鎮
守
府
腺
軍
左
京
大

夫
<
J

な
b
，
そ
の
女
は
桓
武
天
臭
の
妃
さ
な
っ
た
。
そ
の
子
田
村
麻
呂
は
忠
勇
無
双
の
名
朋
t‘

蝦
夷
征
伐
で
有
名
な
こ
こ
は

何
人
も
よ
く
知
る
．
‘
，
こ
ろ
で
あ
る
9

藤
原
純
友
の
掘
を
平
げ
た
マ
J

き
功
の
あ
っ
た
大
蔵
春
賓
、
女
其
の
入
寇
に
抜
群
の
勇
を
あ

ア
メ
ノ
ヒ
ボ
コ

ら
は
し
た
大
蔵
種
村
な
ざ
も
、
漢
朕
で
あ
っ
た
，
そ
の
他
川
道
間
守
は
新
羅
系
の
天

□槍
の
子
孫
で
垂
仁
の
朝
、
常
世
國
に
非

ジ
ク
ノ
カ
ク
ノ
コ
ノ
｀
｀

時
香
菓
を
求
め
た
忠
愛
の
情
は
古
紀
を
ひ
も
ご
く
者
を
し
て
、
憫
々
ご
し
て
人
を
動
か
す
戚
を
い
だ
か
し
め
る
。
又
仲
哀
天

泉
の
西
征
の
時
五
百
枝
の
賢
木
に
瑣
ぶ
醗
よ
邸
の
三
器
を
か
け
、
之
を
献
げ
て
奉
迎
し
奉
っ
た
竺
k

ふ
築
紫
の
伊
槻
縣
主
の
祗
五

＋
迩
手
も
新
羅
系
で
あ
っ
た
。
仁
捻
天
皇
崩
じ
給
ひ
、
仲
皇
子
が
胤
セ
起
し
、
皇
太
子
の
坐
す
難
波
宮
に
火
を
放
っ
た
ご
き
、
密

じ
太
子
を
出
ー
奉
り
、
馬
を
進
め
て
難
を
大
和
に
避
け
参
ら
せ
た
の
は
。
倭
漢
直
の
祖
阿
知
使
主
で
あ
っ
た
0

欽
明
天
皇
二

ツ

キ

ノ

キ

ジ

イ

キ

ナ

＋
＝
一
年
新
羅
に
出
征
し
た
我
が
軍
が
敗
北
し
た
マ
J

き
、
調
吉
士
伊
企
難
の
一
族
は
難
に
殉
じ
て
｀
牡
烈
な
忠
君
愛
國
の
死
を
遂

げ
た
0

こ
の
伊
企
難
は
百
演
系
で
あ
る
0

蘇
我
氏
滅
亡
の
際
に
天
皇
紀
、
國
紀
、
珍
賓
を
悉
く
や
か
れ
た
マ
J

き
、
火
中
よ
り
國
紀

フ
ネ
ノ
＊
ピ
ト
エ
サ
カ

を
ご

b
出
し
て
、
中
大
兄
皇
子
に
奉
っ
た
船
史
患
尺
は
百
涜
系
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
エ
総
方
面
に
遊
し
た
人
々
は
あ
ま
り
に
多

く
て
一
々
枚
果
に
い
こ
ま
が
な
い
。

こ
れ
ら
を
綜
合
し
て
考
へ
る
ご
，
姓
氏
録
の
三
分
oJ
一
を
し
め
て
ゐ
る
諸
蕃
が
、
よ
く
、
皇
室
に
奉
仕
し
て
、
そ
の
恩
捻
に
戚

激
し
、
夙
に

8
本
魂
の
精
粋
を
登
輝
し
た
こ
ご
が
明
か
で
あ
る
0

賓
に
我
文
化
史
、
政
治
史
、
エ
藝
史
等
に
重
き
を
な
す
は
諸
蕃

六

1̂



（
一
）
前
南
親
の
史
宵
に
闊
し
て
は
、
今
日
已
に
盛
ん
に
論
議
せ
ら
る
マ
J

雖
も
、
千
載
の
下
、
痛
哭
長
大
息
す
べ
き
後
亀
山
帝

の
龍
種
の
御
最
後
竺
泉
史
を
石
過
し
去
る
は
。
研
究
家
の
態
度
マ
J

し
て
甚
だ
遺
懺
無

m能
は
す
、
此
史
賞
に
就
き
拙
堂
齋
藤
先

生
は
、
敬
皮
の
態
度
を
以
て
謹
厳
の
文
字
を
駆
使
し
、
後
南
朝
遺
蹟
碑
記
（
拙
堂
文
集
一
怨
）
ご
題
し
て
其
の
意
見
を
登
表
せ
ら

る
、
其
の
一
節
に
日
く
、

今

拙

堂

先

生

の

楠

氏

研

究

西

六
七

茂

喜

で
あ

b‘

諾
蕃
の
な
し
ご
げ
た
功
績
を
我
國
史
か
ら
ご
h
去
れ
ば
、
異
に
寂
塞
の
威
を
い
だ
く
で
あ
ら
う
°
而
し
て
他
面
か
ら

論
す
る
こ
き
は
｀
こ
れ
ら
は
賓
に
我
皇
國
の
包
容
力
ょ
同
化
力
の
偉
大
な
こ
ご
を
示
す
も
の
こ
云
ふ
ぺ
き
で
あ
っ
て
、
こ
れ
賓
に

我
國
脩
の
精
栴
で
あ
る
Q

麟
つ
て
思
ふ
に
維
新
以
後
、
我
領
土
は
盆
々
慨
大
さ
れ
、
上
世
よ
b
常
に
我
國
史
の
問
題
<
J

な
っ
て

ゐ
た
朝
鮮
が
、
我
に
内
附
し
て
か
ら
早
く
も
二
十
年
に
垂
ん
こ
し
て
ゐ
る
今
口
、
朝
鮮
の
統
治
は
表
面
如
何
に
も
立
派
に
行
屈

い
て
ゐ
る
が
、
彼
等
鮮
人
の
こ
マ
」
t
J

マJ
く
が
畜
具
に
衷
心
よ
り
'
よ

v
我
皇
恩
に
威
じ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
o
未
だ
朝
鮮
に
＿

歩
も
判
せ
ぬ
吾
人
に
は
到
底
か
ヽ
る
点
ま
で
畑
る
由
も
な
い
が
，
萬
一
朝
鮮
に
於
け
ろ
國
民
数
育
が
、
諸
番
の
功
績
を
細
ら
し

め
、
之
を
同
化
せ
し
む
る
こ
'
t
J
~
J
閑
却
し
て
ゐ
た
マ
J

す
れ
ば
＂
決
し
て
奥
一
「
内
鮮
融
和
」
を
望
む
こ
マ
J

は
不
可
能
で
あ
る
。
國

史
を
愛
好
し
。
國
史
を
讀
む
の
士
は
す
べ
か
ら
く
か
A

る
点
に
留
意
し
て
、
新
領
土
の
同
胞
を
同
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
ご
思

ふ。




